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静岡県浜名湖北方の古生層
礒　　　見 博＊

pemian　Roeks　of　tbe　Area　to　tke　North　of　Hamana・ko，Shizuoka　Prefecture

By

Hiroshi　Isomi

Abstract

　　　The　area　occupies　the血iddleかortion　of　Paleo20ic　te∬ain　extending　from　the　westem

side　of　the　Iower　course　of㌻he　Tenry酢gawa　to　the　Atsumi　peningula．

　　　Paleozoic　rocks　are　divided　into　the　Iinoya　and　Miyakoda　formations．The　Iinoya

formation，which　is　exposed　in　the　northern　part，consists　of　chert，clay　slate　an（1schalstein，

an（i　contains　lenticular　limestones．One　of　these　limestone　lens　yields　Ps6％謡げ％s％伽αan（1

S6伽σ8召吻α，indicating　the　later　age　of　Medial　Permian．The　Miyakoda　formation，which

constitutes　the　southern　half　of　the　area，an（1　passes　vertically　into　the　Iinoya，　consists　of

sandstone，clay　slate　and　chert。

　　　Both　formati6ns　together　are　fold　with　trend　of　ENE．The　inclinations　of　strata　are

low　angle　in　the　northem’part，while　they　are　mostly　rather　steep　in　the　southem　part．

　　　The　Makaya　green　rock　which　bears　simllarity　in　petrographic　character　to　the　Mikabu

green　rock　is　distribute（i　in　the　same　area　of　the　schalstein　of　Iinoya　formation，and　shows

concordant　altitu（ies　to　the　fol（iing　structure　of　the　Paleozoic．

　　　　　　　　　　要　　旨

　昭和29年度に，古生層地域は筆者が，洪積層地域は

井上正喀が，それぞれ担当して，5万分の1「浜松」図幅

の調査がなされた。この地域の古生層については，その

なかにかなり多くの輝緑凝灰岩ないしに緑色岩がみられ

るなどの，漠然としたことしかこれまで知られていなか

つた。図幅の公刊が多少遅れているので，1取りあえず，

古生層について報告することとする。

　本論に述べる地域のうち・南の洪積育地中に孤立した

丘陵の古生層の一部は井上正昭の調査によるものであ

り，山地北部の古生層については，「三河大野」図幅調査

当時になされた斎藤正次の予察に負う所が少なくな～・。

　　　　　　　　　1．古　生　暦

　　　　　　へ
　古生層は，洪積層またはそれから移化する崖錐状堆積

物に覆われた，低平な山地を構成することから当然予測

されるように，露出が良くない。古生層には適当な鍵層

が少なく，また，走向方向に刻まれた大きな谷は断層に

基因するものであるため，連続した層序断面は得られな

いが，全般的にみて，チャートの多いことは当地域の古

生層の特色といえる。そして，砂岩は，北部には非常に

　＊地質部

少ないが，南部では非常に多い。このおもな岩相上の差

異によつて，「三河大野」図幅にならつて，北部のものを

井伊谷層，南部のものを都田層とする。

　これらの古生層は，西南日本外帯の方向のENEを一

般走向とする。一般走向に斜交する断層によつて，数個

の地塊に分かれている。　「三河大野」図幅内の都田川に

沿つた断層以西では，同図幅の奥山≧当図幅内の栃窪と

金指とを結ぶ線，風越峠と下気賀とを結ぶ線，および富

岡（『r三河大野」図幅内）一平山一三ケ日を通る断層がお

もなもので，これらによつて分けられた地塊を，東か

ら，都田一井伊谷地塊，蔚ケ峯地塊，摩詞耶地塊，およ

び平山地塊と呼ぶ（第1図）。、

　1．1井伊谷層
　「三河大野」図幅の南東部から引続いて，　「浜松」図

幅地域内でも，古生層地域の北半を占めて，広く分布す

る。三ケ日断層以西のものは，東方の模式的なものとは

や」岩相が異なる。

　模式的な井伊谷層

　主体をなすものはチャマトおよび粘板岩であるが，そ

の倒ちでもチャートが特に優勢である。砂岩は，ほとん

どみられない。

　このほか，輝緑凝灰岩もかなり多い。大きくみて，東
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第1図　浜名湖北方の

部では，輝緑凝灰岩の優勢な部分は3帯をなLている。

一輝緑凝灰岩は，所によつては，赤色・チョコレート色・

緑色等の凝灰質粘板岩に移化し，これらは，輝緑凝灰岩

が厚く発達する所そは少なく，輝緑凝灰岩層の上・下端

や，粘板岩・チャートに移化する部分に多くみられ，ま

・た，井伊谷層のうちでも見掛けの下部すなわち都由層

に漸移する部分に多い傾向がある。輝緑凝灰岩は，井伊

谷層の特色をなすものであつて，南方の都田層分布地帯

にはほとんどみられない。例外的な場合として，都田の

南東方，三方ケ原台地の北縁に，輝緑凝灰岩とチヅ』ト

との互層が分布する。これは，ENEの一般走向を有し，

この方向に二俣線沿いに追跡すると，　「秋葉山」図幅南

西端の岩水寺の輝緑凝灰岩・石灰岩に富んだ井伊谷層に

つながることがわかる。したがつて，三方ケ原台地北縁

の輝緑凝灰岩も井伊谷層のメソバーであり・都田川を挾

んでその北方の都田層とは走向断層で境されるものと結

論される。’

　井伊谷層分布地域内の緑色岩類は，輝緑凝灰岩とは区

別し難くて井伊谷層に属する可能性は充分あるが，その

岩質は輝緑岩質岩石を主とし，斑栃岩質岩石の部分を伴

ない，まれには蛇紋岩をも含んでいるので，これは摩詞

耶緑色岩類として，別に扱う。た黛し，三ケ目断層以

西・平山地塊南甑、坂本から尾奈に至る峠附近に露出す

るものは，大部分が輝緑岩質であつて，斑栃岩質の部分

はみられない。その内部には，厚さ10m位の粘板岩が

挾まれている。この輝緑岩を西に追跡すると，チャート

と互層するようになり，次いで消失する。、またこの輝緑

岩体の附近には，赤色の凝灰質頁岩の転石も少なくない。

この緑色岩体は古生層に属することは疑いの余地はない

ので，摩詞耶緑色岩類に含めない。

　一般的傾向として，輝緑凝灰岩は，東部では著しい

が，西に次第に衰え，三ケ日断層以西では特に貧弱にな

るが，さらに西の「豊橋」図幅内ではぶた～び顕著にな

るようである。子ヤー・トのうちには，細かく成層した正

常のbedded　chertのほかに，石英粒の集合体とでもい・

えるような外観を呈するものが多く，このような場合匠

は数多くの石英の細脈に不規則に貫ぬかれている。

　石灰岩は，輝緑凝灰岩に密接に伴なつて産する。非常

に固く，や」片状をなし，結晶質である。大抵は，20～

30m以下の厚さの小レンズで延長方向への連続性に乏

しいが，都田一井伊谷地第の中部輝緑凝灰岩帯の西端に

あたる栃窪附近4〉ものは・厚さ数10m以上で，‘かなり

連続性を有する。石灰岩の多い層準は，　「三河大野」図

幅に明らかなように，都田」井伊谷地塊の中部凝灰岩帯

であるが，蔚ケ峯地塊では石灰岩は少なく，きわめて小

さなレンズが2カ所でみられたにすぎない。その西の摩
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詞耶地塊では，只木附近に多くのレンズが集まつてい

る。

　三ケ日断層以西の井伊谷層

　三ケ日断層以西の平山地塊北部にも，1広く井伊谷層に

相当する地層が分布し，東の地域と同様に輝緑凝灰岩を

含む・しかし・輝緑凝灰岩の上下の堪層には砂岩が少な

・くなく，この点で東の各地塊の模式的な井伊谷層とやゴ

異なつている。

　輝緑凝灰岩層は，平山の北西約2kn瓦の山腹から中山

峠にかけて連続し，赤色凝灰質頁岩や赤色チャート等の

爽みを含めて，厚さ100m内外とみられ，西方の「豊

橋」図幅地域に続くものである。この輝緑凝灰岩に伴な

つて，厚さ20（・30m位の石灰岩レソズが含まれる。非

常に化石に乏しいが，平山の以西の2ヵ所から

　　P灘聯％s％伽σsp．（cf蔦観知縮～）

　　．Ps6％謡げ％s擁％σ＄P．

　　Sohzoσ撰毎多zα　sppl

を産じた。化石は非常に保存が悪く，化石の個体数も少

なく，風化面で化石が認めちれても，切断して薄片にす

ると化石が認められぬ場合がある。Lたがつて，化石の

同定は容易ではないが，筆者の検討した限りでは，上記

のよ・うにSchwagerinidりみ々～みられ，Neoschwagerinid

はまつたく認められなかつた。したがつて，この化石群

は二畳紀を示すことは言をまたないが，おそら・く，古期

二畳紀の後期のPseudofusulina　vulgaris　zone位のも

のといえよう。ごの化石産地は，現在知られている限り

において，・天竜川西方から渥美半島にがけて分布する井

伊谷層ないしはその相当層中で唯一の化石産地である。

　砂岩に富んだ井伊谷層は，平山地塊の古生層の見掛の

最上部を占めているが，東方の各地塊の井伊谷層と都田

層との漸移部（井伊谷層の見掛けの下部）に岩質が似てい

るので，あるいはその層準のものかも知れない。しかし

井伊谷層の西方に次第に砂岩の量のふえた異相にほかな

ら准いとの可能性も充分に考えられ，箏しそうとすれ

ば，井伊谷層の見掛けの最下部だけを代表するものとは

ならない。　「豊橋」図幅から推測すると，井伊谷層が全

体として砂岩をましたものとする方が妥当と思われる。

　1．2都田層
　　　　　　　　　　　肱
　古生層地域の南半部を占め，広く分布する。その延長

は，北東方「三河大野」図幅内では，北流する都田川沿r

いに分布し，これに基づいて同図幅で始めて都田層の名

が用いられた。

　主体をなすのは砂岩とチキートおよび粘板岩であり，

これらはほ怠等量に含まれる。・

　砂岩の優勢な部分とチャートの優勢な部分とは交互に

重なり合つている。このことは，都田一井伊谷地塊の南

13一（79）　
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端部に明瞭に観察される。すなわち，井伊谷層の下限と

されるチャート層の下位に，本層の上限をなす厚い砂岩

を主とする地層がくる。本地域の最南端部，金指と都田

との中間で南に突出する部分には，さらにその下位のチ

ャートが現われる。この附近では，地層の傾斜が緩いの

で，チャートと砂岩とが，おのおの，広い分布地域を占

めるために，両者が交互に累積する有様が明瞭にみられ

るのである。しかし，厚西の地塊では，地層璽慎斜が急

なため，おのおのの分布面積が狭く，かつ，チャート層

一砂岩層の組合せが，何らの個別的特色ももたずに，幾

組も重なつている。このことおよびチャートが横に岩相

を変えてチャート・粘板岩互層ないし粘板岩に移化する

ことのために，都田層をチャートを主とする層と砂岩を

主とする層とに細分することほ，一部についてLかでぎ

なかつた。しかし，全体としてみると，（見掛けの）下位

になるほど砂岩が多くなる傾向があつて，特に蔚ケ峯地

塊の最南端・寸座南方の半島や，その南の館山近傍の大F

草山の北部に，著しく砂岩が発達し，また，三ケ日断層

以西でも，瀬戸附近から宇津山附近にかけても，著し

い。これらの一部の地域だけについて，地質図上に砂岩

を主とする部分を分けて示してあるのは，上述の傾向を

示すためのものでもあり，．また古生層地域全体の構造の

傾向を示すのにも便利であるからでもある。

赤色のRadiolarian　chertは，本層には一般に少ない

が，副外的なものとして，館山寺によく発達している。

1．3　古生層の時代・対比

　先に述べたように，井伊谷層は，その一部から産する

化石の示すように，下部二畳系上部に属する1　「三河大

野」図幅では，都田層は砂岩・粘板岩からなり，チャー

トに乏しいとされている。．このことは，当地域の都田層

とした地層にチャートが多いことと矛盾するようにみえ

るが，実は「三河大野』図幅地域には，当地域に広く発

達する都田層ゐうちの（見掛けの）上部のみが分布するに

すぎな㌧・のである。

　地域内に関する限り，見掛けのうえだけでいえば，井

伊谷層が上位を，都田層が下位を占めるように思われ

る。　r秋葉山」図幅やr三河大野」図幅でも，同様に，

都田層が下位を占めるような構造の所が多いが，　「三河一

大野」図幅内では，都田層の変成相と考えられる石神帯

の結晶片岩が井伊谷層の上に乗るような構造が知られて

いる。いずれにせよ，井伊谷層と都田層との真の上下関

係は断じ難いが，両層は整合に重なり合い，かつ漸移す

る。したがつて，下部二畳系上部の井伊谷層から引続い

た都田層は，下部二畳系下部ないし中部二畳系上部に属

するものとみられる。

西方の「豊橋』図幅の“秩父古生層”の北側のもめは

井傍谷層であり，南側のものは都田層であるのは，まず

確実である。さらに西の「伊良湖崎」図幅内に示された

’渥美半島の古生層は，・輝緑凝灰岩・石灰岩を含んだ岩相

からみて，井伊谷層である。これら西方地域の古生層

は，北側のものが輝緑凝灰岩で特色付けられる井伊谷層

であり，南側のものが砂岩の優勢な都田層であるという

ようなことのほかにも，北側に低角度の傾斜の構造がめ

だつのも，本地域の場合と同様である。この関係を概念

的に示すと，第2図のようになる。古生層ば，これを走

北

↑

↓
南

西一 一」→東

秩
父
古
生
層

一
古
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層
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秋葉山図幅

第　　　2 図

向に沿つてENEに追跡すると，　「秋葉山」図幅や「三

河大野』図幅内では結晶片岩に横に移化するこ．とが明ら

かにされている。『当地域内についてみてみると，古生層

のうちの軟かい岩石，例えば輝緑凝灰岩・石灰岩・粘板

岩は局部的にかなり千枚岩質になる所が少なくない。ま

た㌧チャートも，しばしば石英粒が大きくなり石英の細

脈で貫ぬかれて再結晶の様相を示すことも，前述の通り

である。しかも，これらの現象が古生層地域のうちでも

北部に限られることは，古生層がその北方の結晶片岩・

緑色岩とは単純な断層で境されているとはいえ，やはり

古生層の北部のものは，変成古生層地帯と非変成古生層

地帯との間の漸移帯ないしは構造帯に近い位置を占める

ことを暗示するものであろう。

　四国地方でいわれる秩父累帯の北・中・南帯の対立

は，紀伊半島ではそれほど明瞭でほないようだが，赤石

山地では，北帯が欠け，中・南帯が赤石裂線を境として

結晶片岩地帯と直接接することが報告されている。した

がつて，当地域の古生層が秩父累帯のどの帯にあたるか

も，一応の問題となる。これについては，南の部分が洪

積層に覆われて露出Lないめで，決定的にはいえないが

まず北帯と考えるのが妥当であろう。なぜなら，南帯の

広義の三宝山層群の特色をなすの1み厚層をなし連続す

る石灰岩であり，この石灰岩は中部二畳系ないし中生界

下部に属するものとされて戦るが，当地域のものは，い

ずれもレンズ状をなし，下部二畳系に属するもので，三

宝山層群とは考え難いからである。た父し，四国累帯の

3帯の対立が，そのまXの形で，この地域にも及んでい

・るかどうかは，紀伊半島の秩父累帯の解明にまたねばな
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らぬ別の問題である。

　1．4古生属の構造
　古生層の一般走向は，南西日本外帯の方　　　　　　只
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木
殉性に一致して，ENEで，傾斜も500N
　　　　　　　　　　　　　　　　　酬躍　　　1
内外のやX高角度のことが多い。しかし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都田一井伊谷地塊や摩詞耶地塊の一部で　　　　　藝嘗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醤は，地層は200内外またはそれ以下の低角　　　　　岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　類度で，所によつては北方に，所によつては

南に傾ぎ，小きざみにうねりながら，全体

　　　　　　　　摩
　　　　　　　　言可
　　　　　　　　耶　　　　　　　　緑　　　　　　　　色
　　　　　　　　岩
　　　　　　　　類
鋤　∠s　ごた／

、’r’ノハC懲

oルノ
〆　　　sφ

拶零　　5・ん εSε

σた

とLては北に傾いた構造をなすもめである。このよう

な構造も，その北方や南方では次第に500内外のや』高

角度傾斜の構造に移り変わる。

　低角度の傾斜をもつ緩い構造のみられる実例は，摩詞

耶地塊では，三ケ日の町の裏山から，その北東方の大谷

の西の山麓にかけて分布する輝緑凝灰岩である。この傾

斜は一定でなく，三ケ日のすぐ北西では300以下で南に

傾ぎ，地層の傾斜が地形の傾斜方向に一致するため，厚

さ数10m以下にすぎない層が200～300m以上の幅を

もつて露出している。しかし，北東方に地層を追つて行

くと悔斜は200Nに変わる。地層を地形図にプロヅトL

てみると，全体としては水平に近いような低角度で北に、

傾いていることがわかる。

　もう一つの良い例は，大谷の北部（上とい5部落）の北

東の山腹にみられる。すなわち，輝緑凝灰岩や粘板岩の

部分は凹んでおり，それを挾むチャートは突出した崖を

なして水平に延々と分布する様が遠望される。

　こNから北方に向かつて尾根を越えた只木の部落から

東北東方向の風越峠に至る道路沿いに，石灰岩が露出し

ている。この石灰岩の傾斜方向は一定していないが，角

度は常に10～200の低角度で，大ぎくみると，水平に近

い分布をなしている。只木附近には多くの石灰岩レンズ

があるが，いずれも山腹の中腹以下に，犬部分は谷底に

露出しており，これらぱ只木の谷の低地を占める輝緑凝

灰岩のなかに含まれるものであり，石灰岩のみならず輝

緑擬灰岩層全体が非常に低角度の傾斜をなすことがわか

る。一般に，このような低角度傾斜の構造をなす場合，一

局部的に測つた傾斜方向は必ずしも大局的な構造を示す

ものではないことは，注意せねばならない。

　都田一井伊谷地塊北端部における都田層上部の砂岩

や，その上に重なる井伊谷層下部のなす低角度構造は，

都田層の項に記した通，りである。都田から北西方向に山

を越えると，井伊谷層下部の輝緑凝灰岩は北山腹にも南

山腹にも現われ，山頂部には輝緑凝灰岩の上にのつてチ

ャートが露出する。さらに，この輝緑凝灰岩は峠の南西

にも現われ，南山腹や北山腹のものと一続きの層をなし

ている。この附近でも低角度の傾斜の所では傾斜の方向

非伊谷層

第3図廉詞耶地塊の模式的断面

腓雄

摩詞耶緑e岩類　　　　　△2ア引
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都
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　　　　一　“隙謡

第4図都田一井伊谷地塊の模式的断面

は一定でない。北方「三河大野」図幅地域にはいると，

北落ちでやΣ高角度の傾斜が優勢になる。第3図および

第4図に，低角度傾斜の地域の断面を概念的に示す註1）。

　広く南西目本外帯を通じてみても，低角度傾斜をなす

構造は，結晶片岩地域やその南に接した古生層地帯北部

に各地で知られている。このことは，摺曲の度合が弱い

ことでは決してなく，例えば小島丈児らによつて四国の

別子附近の結晶片岩の構造に横臥榴曲が解明されたこ

と1）から推測されるように，横臥榴曲で特色付けられる’

ような高度の複雑な摺曲構造の一端をなすものといえよ

う。外帯では，少なくともその北半部でぽ，摺曲構造の主

要な部分は三波川変成作用をもたらした造山に基づくも

のであつて，それ以後の変動に際しては安定地塊の受け

るような微弱な変位しか受けなかつたために低角度傾斜

り構造が残つているものと考えたい註2）。もともと高角

度傾斜をなしていたものが，後生の地塊運動のもたらし

註1）　低角度傾斜の構造は，西隣の「豊橋」図幅地域

　　内にも示されている。例えば，嵩山南束方の石灰
　岩は，1同図幅に示されているよりも一そう低角度

　で傾斜することは，実際に石灰岩の分布を調べて
　み』るとわカ》るo

註2）　このような考え方は，最近の2，3の論丈でも表

　明されている。例えぼ，木村敏雄は紀伊半島東部

　の滝原附近の結晶片岩が緩い構造をもつた“三宝

　山層群”の上に低角度で衝上していることを報告
　　し，“The　writer　is　of　the　opinion　that　the

　gent1e　structure　and　Iow　angle　thrusts　are

　principal　and　　original，　and　that　steep　struc－

　tures　and　high　angle　faults　belong　to　th6ir　sub－

　Sequent　modi丘CatiOnS”　と述べてV・る。この論

　文におけるprimaryとv・うことの時代的意味や
　ニュアγスは筆者の考える“初生”と，や」異な

　つているのかも知れないが，初生構造そのものと

　その後生変形を受けた部分とを区別しようとする

　点では，筆者も木村の考え方に等しい2）。
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た傾動によつて低角度傾斜をもつに至つたものでないこ

　　　　　　　　ノとは，低角度傾斜の部分が中～高角度傾剰の部分に移り

変わる事実からも，明らかである。

2．牽詞耶緑色岩類

　摩詞耶緑色岩類の主体をなすものは，輝緑岩質の岩石

で，堺状のものが多いが，片状のものもまれではない。

また本岩類の一部には，斑栃岩質のものがあり，これは

塊状である。その他，局部的には蛇紋岩化しだものもあ

り栃窪一下気賀線のような擾乱帯にみられるのが注目さ

れる。

　一般に，緑色岩や輝緑凝灰岩は風化し易く，露出が悪

いため，産状については不明の点が多い。

　摩訓耶緑色岩類は，大きくみて，古生層とどのような

関係を保つているかを考えてみると』

　1）摩詞耶緑色岩類は，古生層の構造に順応した形態

を取つている。すなわち，摩詞耶地塊にみられるよう

に，古生層が非常に緩く傾斜する所では，それに応じて

緑色岩類の岩体も非常に緩く傾いた形をなしている。一

方，蔚ヶ峯地塊にみられるように古生層がや』高角度の

傾斜をなして帯状分布を示す所では，緑色岩類もそれに

平行に長く延びて分布する謁）。　　　．　　　　　、

　2）摩詞耶緑色岩類は，常に古生層のうちでも石灰岩

レンズを伴なつた輝緑凝灰岩の多い部分中に分布する。

そして，緑色岩類の岩体の内部，特に周辺部では，輝緑

凝灰岩に移化するように、思える。

　これらのことを考え合わせると，摩訓耶緑色岩類とし

たものは，その大部分は地向斜の火成活動の産物で古生
　　　　　　　　　　　　　　　　
代に属するものと考えたい。、（昭和30年3月調査）
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